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256Kbpsで定額料金も可能
もっとも現実的な
モバイル通信サービス

ウィルコム（旧DDIポケット）から発売

されたAX510Nは、最大256Kbpsの帯

域を持つ新サービスAIR-EDGE PROに

対応したPHSデータ通信カードだ。

これまでAIR-EDGE（旧称AirH"）で

は、AIR-EDGE 4xサ ービスによる

128Kbpsでの通信がもっとも高速だった

が、一気に2倍もの帯域となったことに

なる。

256Kbpsというと、固定回線では光

ファイバーやADSLが当たり前になった

今ではだいぶ物足りない数字ではある

が、定額料金プランの存在や、カバーす

るエリアの広さといった要素を考えれ

ば、現在利用できる中ではもっとも現実

的なモバイル通信サービスと言える。

製品自体を見てみよう。まず気がつく

のは従来の128Kbpsに対応したAIR-

EDGE通信カードに比べて、アンテナ部

分がPCカードスロットから大きくはみ出

すことだろう。ノートパソコンに差したま

ま持ち運ぶのは躊躇してしまうほどだ。

アンテナ自体も、細長い棒状のタイプか

ら、短い角のような形になっている。

のインフラを生かしたスピードアップを続

けてきた。このスケーラビリティはPHS

という技術の素性の良さを物語ってい

る。ウィルコムでは無線ユニットを3個搭

載した12xや、4個搭載した16xのサー

ビスもロードマップにある。

また、速度の上昇にはもう1つ手段が

ある。現在、変調方式にQPSKという方

式をもちいているが、これを多値化する

ことによって、最大で3倍までのスピード

アップが可能になる。この変調方式の

チューニングと無線ユニットの並列化を

組み合わせることで、理論的には最大で

1.5Mbpsの通信速度が可能なのだ。

ただし、単純に倍々ゲームのようには、

スピードアップできるわけではない。問

題はバックボーンの方だ。AIR-EDGEの

バックボーンはISDN網で構築されてお

り、1チャネルあたり最大で64Kbpsとの

ため、これがボトルネックになってくるの

だ。これを解消するにはバックボーンの

光ファイバー化などの対策が必要になっ

てくるが、これにはかなりのコストがかか

ることが予想できる。

データ通信というジャンルには、今後

ライバルが増えていくことは、明白だ。

IEEE 802.11b/gベースの無線LANによ

るホットスポットサービスは着実にエリア

を増やしているし、WiMAXによる無線

ブロードバンドサービスを計画している

事業者もある。これらのライバルを振り

切って、ユーザー数を延ばし、インフラ

を補強するためにも、より魅力的な製品

の発売と、さらなるスピードアップを期待

したい。
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アンテナがこのような形状になったの

には理由がある。256Kbpsに対応した

8 x のサービスは、その名のとおり

32Kbpsのチャネルを8本束ねることで実

現したものだ。そしてAX510Nは、4xに

対応した無線ユニットを2個搭載したも

のになっており、2つのアンテナもそれぞ

れの無線ユニットに接続されている。こ

のため、2個の無線ユニットの電波が干

渉するのを避けるために、アンテナを一

定距離だけ離す必要があるのだ。

ウィルコムでは、8x に対応した CF

カード型やUSB型の製品も検討してい

るといい、PCカードよりさらなる小型化

が要求されるそれらの製品では、アンテ

ナ部分も小型化されていることを期待し

たい。

ロードマップは1.5Mbpsまで
ライバルより先に
到達できるか

ここでPHSというサービスそのものを

振り返ってみたい。PHSデータ通信の魅

力とはなんだろうか。開始当初からPDC

（第2世代携帯電話）よりも高速だったが、

2つのチャネルを束ねる64Kbps、さらに

4つのチャネルによる128Kbpsと、既存

日進月歩するデジタル製品を、「使い勝手」ではなく、「実装

された新技術」と「製品の革新性」をテーマにレビューして

いくコーナー。インプレスのシンクタンク、インターネッ

ト生活研究所の研究員が実際にテストしてレポートする。

スケーラブルな速度向上を続けるPHSは、
1Mbps超のモバイルサービスを目指す
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［写真上］AX510Nの全体像。最

近のPHSデータ通信カードにし

ては、スロットより外にはみ出る

部分が大きい。可倒式で内部が透

けて見えるツインアンテナが特徴

的だ。

［写真右中］ドライバーやユーティ

リティは付属のUSBフラッシュ

メモリーに入っている。差し込む

とCD-ROMドライブとして認識

され、自動的にインストーラーが

立ち上がる。

［写真右下］付属のUSBフラッ

シュメモリーをPCに差すと、自

動的にEasy Setup Utilityが立

ち上がる。メジャーなプロバイ

ダーならダイアルアップネット

ワークも自動で設定できる。

［写真左下］実際にノートパソコン

に挿入すると、このような感じに

なる。使用していて邪魔になるよ

うなことはないが、この状態でカ

バンなどに入れて持ち歩くのは不

安だ。

ウィルコムの「AX510N（NECインフロンティア製）」は、2005年2月からスタートしたAIR-

EDGE[PRO]サービスに対応した、最初の製品だ。

従来、128Kbpsのサービスは4つチャネルを束ねていたが、これは8チャネルに増やすことで最大

256Kbpsを実現している。

また、通信データをプロキシサーバーで圧縮してから転送する「メガプラス」サービスも無料で利用できる。

これを利用することで、状況によっては1Mbpsオーバーの体感速度を実現しているという。実際に約

3MBのコンテンツ（204KBのHTMLに10～20KBのGIFが185個）で試したところ、メガプラスが

オフだとダウンロードに平均で約2分40秒掛かったのが、オンでは約1分20秒と半減した。

［Reviewer's View］
完全定額のつなぎ放題プランだと、1xでは月額6,090円、4xが9,765円だったのが、8xでは12,915円となり1万円をオーバーし

てしまう。これではためらってしまうユーザーも多いだろう。しかし、月に25時間までは定額の「ネット25[PRO]」ならば月額7,245

円となり、だいぶ値頃感が出てくる。256Kbpsへの速度アップと、データの圧縮によって体感速度を向上させる「メガプラス」サービ

スを組み合わせれば、利用時間も短縮できるので、25時間でも十分ではないだろうか。
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Firefox
（Mozilla Foundation）

オープンソースで開発された
ウェブブラウザーの完成度

シンプルかつ多機能

Mozilla Foundationが開発したオー

プンソースのウェブブラウザー「Firefox」

（注1）が評判だ。2004年11月にVer 1.0

が公開されてから瞬く間に評判になり、

公開から2か月でダウンロードされた回

数は2,000万を越えたという。

これほどまでに多くのユーザー数の支

持を得た理由は、いったい何だったのだ

ろうか。1つには「シンプル」という点が

ある。無料で手に入り、インストールす

ればシンプルなブラウザーだけが手に入

る。メールクライアントが必要なら、同じ

くMozilla Foundationが開発したメール

クライアント「Thunderbird」（注2）を利用

すればよい。

2つ目には「多機能」というキーワード

がある。1つ目のシンプルとは矛盾するよ

うだが、そうではない。初期状態では自

分の使い方にはあわないと思う人は、

Mozilla Updateの Extensionコーナー

を見てみよう。世界中の有志によって開

発されたさまざまな拡張モジュールが登

録されていて、自由にダウンロードでき

る。欲しい機能は後からどんどんと追加

していくことができるのだ。

ブラウザーの進化は十分か？

ウェブブラウザーは、おそらくもっとも

使用時間が長いアプリケーションの1つ

だろう。趣味や仕事のためのウェブブラ

ウズだけでなく、業務用アプリケーション

やウェブベースで操作するCMSのイン

ターフェイスとしてももちいられ、その用

［Reviewer's View］
Firefoxの真価はその懐の深さだ。デフォ

ルト状態ではシンプルで、IEと同じルッ

ク＆フィールのため迷うことなく操作で

きる。

だが、それで満足できないユーザーは

数々のプラグインや、ボタンやウィンド

ウ、スクロールバーなどの見た目を変え

る「テーマ」を使って、さまざまにカスタ

マイズできる。使い込んだユーザー同士

のFirefoxを見比べたら、同じソフトには

見えないということもありえるのだ。

Thunderbirdは標準的なメールクライアントの

ルック＆フィールを踏襲しており、無料のソフト

としては破格の高機能さだ。

Firefoxのロケーションバーに「about:config」と

打ち込むと、Firefoxで設定できるすべての項目

が一覧表示され、変更できる。

Firefoxは、Mozilla Foundationがオープンソース方式で開発した無料のウェブブラウ

ザーだ。ウィンドウズ版のほかにMax OS X版

とLinux版が用意され、世界30カ国語以上に

ローカライズされており、リリースから2か月で

ダウンロード数が2,000万を越えた。

機能面では、RSSをリアルタイムで読み込んで

ブックマークとして表示する「ライブブックマー

ク」や、複数のページを1つのウィンドウ内で「タ

ブ」として表示する機能などを標準で搭載する。

途や重要度は、広く高くなる一方だ。

それだけ需要がありながら、もっとも

シェアの高いマイクロソフトのインター

ネットエクスプローラ（IE）は、2001年9月

に最後のメジャーバージョンアップをして

以来、大きな機能の追加がない。ここに

Firefoxがつけいる隙間があった。

たとえばRSSは、この1～2年で急速

に普及した技術のため、IEは未対応な

のに対して、Firefoxはライブブックマー

クという形で利用できる。複数のウェブ

ページを開いてもデスクトップが煩雑に

ならないウィンドウのタブ化もFirefoxは

取り入れている。こういった新しいトレ

ンドが登場するたびに、Firefoxは本体

のアップデートや、プラグインによる拡張

で次々と取り入れていくだろう。

進化の止まったIEと、進化し続ける

Firefox。ブラウザーは、まだまだ未完成

のアプリケーションだ。より一層の進化

が望まれる。

注 1 http://www.mozilla-japan.org/products/fire-
fox/
注 2 http://www.mozilla-japan.org/products/thun-
derbird/
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